
ポスト植⺠地における⼥性の⾝体
東南アジアの⼥性器切除から考える

The Female Body in Post-colonies: 
Case Studies of Female Genital Cutting in Southeast Asia

⼀般にはあまり知られていないが、東南アジアのムスリム共同体では⼥性器
切除が⾼い割合で実践されている。2015年以来、マレーシア、ベトナム、
カンボジア、タイの各地で⼥性器切除の実態とその医療化について現地調査
をおこなってきた3名の研究者が、その実態や⼈々の受けとめについて報告
するとともに、東南アジアにおけるジェンダー、宗教、国⺠形成、グローバ
ル化、公衆衛⽣と医療などのからみあいから⼥性器切除問題を議論する。

井⼝由布（⽴命館アジア太平洋⼤学教授）
“The Global Discourse of Female Genital Mutilation and

Unrecognized Local Practices: State Medicine, Culture, and
the Female Body”

アブドゥル・ラシド（RCSI�&�UCDマレーシア教授）
“FGC in South East Asia…will it ever cease?”

シティ・ヌル・アフィカ（マレーシア科学⼤学）
“How important is religion as the motivating factor in Female
Genital Cutting (FGC) practice among the Cham immigrants

in Malaysia?”
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＊使⽤⾔語：英語＋適宜⽇本語による解説
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